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春
闘
●
東
京
／
大
阪
／
徳
島

「
０６
け
ん
り
春
闘
」
実
行
委
員

会
は
、
小
泉
「
構
造
改
革
」
と
行

革
・
企
業
リ
ス
ト
ラ
、
格
差
拡
大

・
二
極
化
社
会
攻
勢
と
対
決
し
、

「
反
リ
ス
ト
ラ
・
生
活
で
き
る
賃

金
を
！
」
を
は
じ
め
と
す
る
春
闘

要
求
を
掲
げ
て
、
職
場
・
地
域
か

ら
反
転
攻
勢
の
０６
春
闘
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

三
月
十
七
日
は
、「
０６
け
ん
り
春

闘
」
の
統
一
行
動
と
し
て
、
午
前

中
は
ス
ト
ラ
イ
キ
決
起
の
職
場
と

そ
れ
を
支
援
す
る
地
域
総
行
動
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し

て
、
午
後
一
時
か
ら
は
三
十
人
を

超
え
る
代
表
団
で
厚
労
省
交
渉
を

行
い
、
二
時
三
十
分
か
ら
は
厚
労

省
・
霞
ヶ
関
包
囲
の
中
央
総
決
起

集
会
と
デ
モ
行
動
を
一
三
〇
〇
人

を
超
え
る
結
集
で
闘
い
抜
き
ま
し

た
。厚

労
省
前
集
会
は
、「
０６
け
ん
り

春
闘
」
中
岡
事
務
局
長
の
司
会
で

進
め
、
藤
崎
共
同
代
表
の
主
催
者

挨
拶
に
続
い
て
、
リ
レ
ー
ト
ー
ク

方
式
で
国
労
東
京
地
本
・
阿
部
委

員
長
、
全
港
湾
・
伊
藤
書
記
長
、

都
労
連
・
佐
野
副
委
員
長
、
全
日

建
連
帯
労
組
・
柿
沼
書
記
長
、
東

京
労
組
東
伸
社
ユ
ニ
オ
ン
・
町
田

委
員
長
、
全
統
一
労
組
光
輪
分
会

・
石
上
書
記
長
、
外
国
人
総
行
動

か
ら
ル
イ
ス
・
カ
ー
レ
ッ
ト
さ

ん
、
国
労
闘
争
団
全
国
連
絡
会
と

鉄
建
公
団
訴
訟
原
告
団
を
代
表
し

て
酒
井
原
告
団
長
と
釧
路
闘
争
団

の
丸
山
さ
ん
、
電
通
労
組
・
大
内

委
員
長
、
女
性
労
働
者
の
立
場
か

ら
石
油
連
絡
会
・
柚
木
さ
ん
、
地

方
を
代
表
し
て
全
港
湾
中
国
地
本

・
長
尾
副
委
員
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
闘
争
報
告
と
決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

続
い
て
、
二
瓶
共
同
代
表
に
よ

る
閉
会
挨
拶
と
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
」
で
集
会
を
締
め
て
、
全
統
一

労
組
・
鳥
井
書
記
長
に
よ
る
デ
モ

行
動
の
指
示
、
そ
し
て
、
東
京
東

部
労
組
・
畑
中
書
記
次
長
の
音
頭

で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
行
い
な

が
ら
日
比
谷
公
園
・
霞
門
へ
と
移

動
し
ま
し
た
。

デ
モ
行
動
は
、
第
一
梯
団
〜
東

京
労
組
、
第
二
梯
団
〜
東
京
労
組

・
北
部
労
協
、
第
三
梯
団
〜
他
の

民
間
労
組
と
国
労
、
第
四
梯
団
〜

東
水
労
・
東
京
清
掃
労
組
・
そ
の

他
官
公
労
の
四
梯
団
を
編
成
し
、

霞
ヶ
関
包
囲
の
デ
モ
行
動
を
闘
い

抜
き
ま
し
た
。

●
３
・
１７
け
ん
り
春
闘
統
一
行
動

ス
ト
ラ
イ
キ
と
地
域
総
行
動

一
三
〇
〇
人
が
霞
ヶ
関
包
囲
デ
モ

国労東京地本新橋支部が日比谷へデモ少年写真新聞社前で抗議集会霞ヶ関包囲へ１３００人がデモ出発

三
月
三
日
、
大
阪
ユ
ニ
オ
ン
ネ

ッ
ト
春
闘
総
行
動
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

賃
金
明
細
書
を
交
付
し
て
い
な

い
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
所
得
税
法
違
反
で
告

発
し
、
本
社
前
で
ス
ト
中
の
電
通

合
同
労
組
と
共
に
約
二
〇
〇
人
で

「
所
得
税
法
違
反
を
や
め
ろ
」「
成

果
主
義
賃
金
を
廃
止
せ
よ
」
の
抗

議
と
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

大
阪
府
の
Ｓ
Ｓ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
も

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
関
与
し
て
い
ま
す
。
教

育
合
同
も
府
に
対
し
て
、
同
様
の

告
発
を
し
て
い
ま
す
。
遠
か
ら

ず
、
大
阪
府
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
も
謝
罪
す

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

大
阪
労
働
局

ア
ス
ベ
ス
ト
関
連
疾
患
を
、
無

条
件
で
労
災
・
公
害
認
定
し
、
認

定
に
至
ら
な
い
被
災
者
に
も
、
労

災
と
同
等
の
保
証
を
す
る
な
ど
を

要
請
し
、
次
の
昭
和
シ
ェ
ル
労
組

の
ス
ト
激
励
に
行
き
ま
し
た
。

明
星
薬
品

お
び
た
だ
し
い
労
基
法
違
反
、

労
働
者
の
監
禁
・
暴
力
、
ノ
ル
マ

に
よ
る
長
時
間
労
働
の
強
制
な
ど

を
繰
り
返
え
す
、
信
じ
ら
れ
な
い

よ
う
な
悪
徳
企
業
で
す
。
交
渉
団

の
怒
り
に
オ
ロ
オ
ロ
す
る
社
長

に
、
公
安
警
察
も
あ
き
れ
て
帰
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
株
）Ｃ
Ｅ
Ｃ

大
阪
府
労
委
命
令
を
無
視
し
、

労
働
組
合
否
認
を
続
け
て
い
ま

す
。
北
大
阪
ユ
ニ
オ
ン
と
誠
実
に

団
交
を
行
い
、
謝
罪
す
る
よ
う
に

申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

尼
崎
市
役
所

教
育
合
同
尼
崎
支
部
は
、
市
雇

用
の
外
国
語
指
導
助
手
が
中
心
で

す
。
市
は
財
政
難
を
理
由
に
大
幅

な
賃
金
カ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
が
、

一
般
職
員
の
給
料
は
上
げ
て
い
ま

す
。
明
ら
か
な
外
国
人
差
別
を

市
、
市
教
委
が
行
っ
て
い
る
の
で

す
。
五
〇
人
を
超
え
る
交
渉
団
の

追
及
に
、
市
は
外
国
人
が
差
別
と

感
じ
な
い
よ
う
な
方
策
を
考
え
る

と
答
え
ま
し
た
。
春
闘
勝
利
へ
の

闘
志
が
わ
い
て
く
る
一
日
行
動
で

し
た
。（
加
藤
茂
樹
大
阪
教
育
合
同

書
記
次
長
）

●
３
・
３
春
闘
大
阪
総
行
動

二
極
化
社
会
を
打
ち
破
ろ
う
と

刺
激
的
に
、
元
気
に
行
動

厚生労働省前で、春闘中央決起集会

四
月
十
五
日
、
徳
島
市
で
、
春

闘
学
習
会
を
開
催
。
北
野
静
雄
徳

島
全
労
協
議
長
の
決
意
表
明
に
続

き
、
友
誼
組
合
で
あ
る
全
港
湾
四

国
地
本
徳
島
支
部
の
長
尾
伸
夫
執

行
委
員
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
受
け

ま
し
た
。
前
田
全
労
協
副
議
長
は

「
旧
来
は
基
本
的
に
階
級
的
視
点

に
立
っ
た
価
値
観
で
判
断
で
き
た

が
、
現
在
、
新
自
由
主
義
が
横
行

す
る
社
会
で
は
、
弱
者
を
蹴
落
と

し
て
勝
ち
抜
く
こ
と
が
当
然
視
さ

れ
、
勝
ち
抜
く
た
め
企
業
は
一
切

の
皺
寄
せ
を
労
働
者
に
押
し
付
け

て
い
る
。
労
働
力
を
正
規
か
ら
非

正
規
に
、
年
収
三
〇
〇
万
円
以

下
、
生
活
保
護
世
帯
が
増
大
し
て

い
る
。
国
民
生
活
に
関
わ
る
公
共

事
業
の
民
営
化
問
題
は
世
界
的
な

流
れ
で
あ
る
が
、
Ｅ
Ｕ
で
の
救
急

車
や
消
防
自
動
車
の
有
料
化
は
国

民
の
猛
反
発
を
受
け
見
直
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
護
憲
・
平
和
の

政
治
課
題
は
急
務
で
あ
る
。
九
条

を
守
る
た
め
に
護
憲
派
の
総
結
集

が
求
め
ら
れ
る
。
政
治
の
第
三
極

を
目
指
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

全
労
協
は
生
活
で
き
る
賃
金
の
確

保
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
廃
止
、
成

果
主
義
・
能
力
主
義
の
導
入
反
対
、

パ
ー
ト
時
給
一
〇
〇
円
ア
ッ
プ
、

国
鉄
闘
争
勝
利
に
向
け
頑
張
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。」と
講
演
。

加
盟
組
合
か
ら
は
、
大
鵬
薬
品

労
組
は
組
合
員
の
権
利
を
守
る
と

同
時
に
、
医
薬
品
の
安
全
性
に
関

わ
る
事
故
防
止
の
取
り
組
み
。
酒

類
卸
協
同
組
合
労
働
組
合
は
事
業

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
が
、
四
月
下
旬
に
賃
上
げ
の
闘

い
に
頑
張
る
。
四
国
電
通
合
同
労

働
組
合
は
構
造
改
革
以
降
賃
金
、

業
務
、
配
転
問
題
で
職
場
が
荒
廃

し
て
い
る
。
不
誠
実
な
団
体
交
渉

に
対
し
て
は
労
働
委
員
会
に
提
訴

も
。
ユ
ニ
オ
ン
徳
島
で
は
全
港
湾

と
協
同
で
ラ
ブ
ホ
テ
ル
の
ベ
ッ
ド

メ
ー
キ
ン
グ
の
女
性
労
働
者
の
失

業
保
険
を
勝
ち
取
っ
た
。
教
育
労

働
者
か
ら
は
教
育
基
本
法
問
題
と

人
事
評
価
制
度
問
題
と
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
た
。

●
４
・
１５
春
闘
学
習
会
（
徳
島
）

多
彩
な
現
場
報
告

全
労
協
の
役
割
実
感

始
め
て
の
ス
ト
と
い
う
こ
と
で

緊
張
し
ま
し
た
が
、
私
の
所
属
す

る
神
奈
川
支
店
で
ス
ト
突
入
集
会

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

私
の
職
場
（
組
合
員
一
人
）
が

拠
点
ス
ト
に
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
要
求
が
切
実
で
あ
っ
た
た
め

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の

会
社
と
の
交
渉
経
過
か
ら
ス
ト
ラ

イ
キ
と
い
う
手
段
を
と
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
Ｎ

関
労
は
①
人
間
ら
し
く
生
き
・
働

き
続
け
ら
れ
る
賃
金
を
②
安
心
し

て
家
族
の
介
護
で
き
る
状
況
を
確

保
す
る
こ
と
、
等
の
要
求
貢
徹
に

向
け
、
半
日
拠
点
ス
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

私
の
要
求
は
、「
難
病
の
妻
の
介

護
を
し
て
い
る
た
め
、
通
勤
時
間

を
短
く
し
て
、
三
〇
分
で
通
え
る

品
川
ツ
イ
ン
ズ
ビ
ル
ヘ
転
勤
さ
せ

て
欲
し
い
」
と
い
う
事
で
す
。

会
社
は
転
勤
に
際
し
、「
育
児
・

介
護
休
業
法
」
を
遵
守
し
よ
う
と

せ
ず
、
昨
年
七
月
の
転
勤
の
前
段

に
「
難
病
の
妻
を
か
か
え
る
社
員

の
転
勤
に
際
し
配
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
お
願
い
し
ま
し
た

が
、
通
勤
時
間
は
十
五
分
延
長
で

し
た
。
転
勤
後
の
七
月
に
、
病
院

に
行
っ
た
と
き
に
主
治
医
か
ら
、

妻
の
病
状
は
「
難
病
に
加
え
て
脳

梗
塞
が
で
て
き
た
」
と
病
状
悪
化

を
言
い
渡
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
病
状
の
変
化
が
あ
っ
た
た

め
、
転
勤
後
の
七
月
二
十
五
日
に

「
病
状
が
進
行
し
病
状
悪
化
し
て

い
る
た
め
」
介
護
を
す
る
妻
を
か

か
え
て
生
活
し
て
い
る
社
員
の
配

置
転
換
の
お
願
い
を
上
申
書
と
し

て
会
社
に
提
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
五
ケ
月
も
過
ぎ
た
十
二
月
二
十

二
日
に
な
っ
て
七
月
二
十
五
日
付

け
の
上
申
書
を
返
し
て
き
ま
し
た
。

理
由
は
、
こ
の
間
、
社
長
に
も

手
紙
を
出
し
た
よ
う
だ
が
、
七
月

一
日
付
の
転
勤
で
会
社
の
業
務
の

必
要
性
、
本
人
の
ス
キ
ル
を
考
慮

し
て
の
異
動
で
し
た
。
会
社
と
し

て
変
更
は
な
い
。
七
月
二
十
五
日

付
け
の
文
章
は
受
け
取
れ
な
い
。

会
社
と
し
て
受
け
取
ら
な
い
と
上

申
書
を
返
し
て
き
ま
し
た
。
会
社

は
配
転
に
あ
た
っ
て
配
慮
し
た
、

五
〇
分
の
通
勤
時
間
は
今
後
配
慮

の
対
象
で
な
い
こ
と
を
宣
言
し
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
話
を
妻
に
し
た
ら
、
会
社

の
不
誠
実
さ
に
、
い
つ
ま
で
続
く

の
か
と
怒
っ
て
い
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
、
難
病
の
妻
を
か
か
え
て

生
活
を
続
け
て
い
く
に
は
、
金
も

時
間
も
必
要
な
の
で
す
。
個
人
で

も
努
力
し
ま
す
。
配
慮
は
会
社
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。
三

〇
分
の
通
勤
を
要
求
す
る
こ
と

は
、
わ
が
ま
ま
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
私
に
は
必
要
だ
か
ら

お
願
い
し
て
い
る
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
要
求
と
と
も
に
私
の
要
求
も

勝
ち
取
る
た
め
に
今
後
も
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｈ
）

賃
金
構
造
大
改
悪
に
反
対
す
る

大
阪
府
教
委
と
の
交
渉
は
、
二
月

十
四
日
ま
で
六
回
続
き
ま
し
た
。

組
合
は
ね
ば
り
強
い
交
渉
で
、

様
々
な
成
果
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。最

大
の
成
果
は
、
講
師
賃
金
の

大
幅
ア
ッ
プ
で
す
。
最
高
号
給
が

低
く
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、

一
定
年
数
を
超
え
る
と
給
料
は
頭

打
ち
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
交
渉

で
矛
盾
を
追
及
し
、
当
該
講
師
か

ら
の
強
い
要
望
を
ぶ
っ
け
た
結

果
、
八
号
給
（
行
政
四
号
）
相
当

の
最
高
号
給
引
き
上
げ
の
回
答
が

出
て
き
ま
し
た
。
基
本
給
ベ
ー
ス

小
中
講
師
２
８
９
、
８
０
０→

３

１
０
、
０
０
０
、
高
校
講
師
３
０

２
、
４
０
０→

３
２
３
、
６
０
０

臨
時
主
事
１
８
２
、
８
０
０→

２

０
８
、
７
０
０
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
講
師
賃
金
の
二
級
格
付

案
を
今
秋
提
示
す
る
と
の
回
答
も

勝
ち
と
り
ま
し
た
。

査
定
賃
金
の
０６
年
度
反
映
を
い

ち
早
く
阻
止
し
ま
し
た
が
、
府
が

低
賃
金
給
料
表
へ
の
切
替
を
強
行

す
る
と
し
た
た
め
、
組
合
は
数
々

の
違
法
行
為
を
指
摘
の
断
念
を
迫

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
府
は
組
合

要
求
を
受
け
入
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
仕
方
な
く
組
合
は
、
二
月
二

十
七
日
、
府
と
府
教
委
が
給
与
明

細
書
を
交
付
し
て
い
な
い
こ
と
が

所
得
税
法
違
反
と
し
て
大
阪
地
検

に
刑
事
告
発
し
ま
し
た
。
そ
の
他

の
違
法
行
為
に
つ
い
て
も
、
次
々

に
法
的
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

二
月
十
五
日
、
府
は
退
職
金
引

き
下
げ
を
提
案
。
校
長
等
を
引
き

上
げ
、
一
般
職
員
は
引
き
下
げ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
組

合
は
交
渉
の
中
で
、
今
回
の
提
案

が
実
施
で
き
な
い
回
答
を
引
き
出

し
、
深
夜
交
渉
の
苦
労
を
ム
ダ
に

は
し
ま
せ
ん
。

府
は
０６
年
度
評
価
結
果
の
０７
年

度
反
映
も
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

学
校
で
は
絶
対
評
価
を
一
時
金

勤
勉
手
当
に
反
映
す
る
た
め
、
一

人
で
二
八
億
円
を
総
取
り
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
財
源
は

他
の
職
員
の
勤
勉
手
当
を
引
き
下

げ
て
捻
出
す
る
の
で
す
。
自
己
申

告
票
未
提
出
は
Ｄ
評
価
者
と
同
じ

扱
い
と
な
り
ま
す（
一
年
目
は
Ｃ
）。

組
合
は
、
評
価
結
果
の
賃
金
反

映
絶
対
反
対
で
強
力
な
闘
争
を
組

み
立
て
ま
す
。
差
別
賃
金
を
許
さ

な
い
基
本
姿
勢
は
、
講
師
賃
金
改

善
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、

職
員
間
の
賃
金
格
差
も
認
め
ま
せ

ん
。
人
事
査
定
・
「
評
価
育
成
シ

ス
テ
ム
」
は
必
ず
つ
ぶ
せ
ま
す
。

（
山
下
恒
生
大
阪
教
育
合
同
執
行

委
員
長
）

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
連
労
働
組
合
協
議
会

●
大
阪
教
育
合
同
労
組

緊
張
し
た
は
じ
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ

組
織
の
力
、個
人
の
力
に
自
信
を
持
つ

や
っ
た
ぞ
、講
師
の
大
幅
賃
上
げ

査
定
賃
金
、退
職
金
引
き
下
げ
阻
止
へ

昨
年
三
月
、「
外
国
人
に
安
定
し

た
雇
用
を
」
大
行
進
を
成
功
さ
せ

た
外
国
人
労
働
者
を
中
心
に
、
今

年
も
第
二
回
大
行
進
が
、
三
月
五

日
東
京
新
宿
の
柏
木
公
園
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
運
動
を
一
歩
進

め
「
雇
用
保
障
と
平
等
な
社
会
」

を
テ
ー
マ
に
組
織
、
未
組
織
を
問

わ
ず
多
く
の
外
国
人
、
日
本
人
労

働
者
が
参
加
し
た
。
柏
木
公
園
に

は
、
語
学
講
師
、
技
術
者
な
ど
の

欧
米
人
、
自
動
車
工
場
な
ど
で
働

く
中
南
米
や
ア
ジ
ア
の
労
働
者
と

日
本
人
労
働
者
三
〇
〇
人
が
参
加
、

同
時
に
福
岡
、
大
阪
で
も
約
一
〇

〇
人
が
同
様
の
行
動
を
展
開
し
た
。

企
画
・
準
備
の
中
心
と
な
っ
た

の
は
全
国
一
般
南
部
と
ゼ
ネ
ラ
ル

ユ
ニ
オ
ン
の
東
西
の
外
国
人
労
働

者
で
あ
る
。
こ
の
間
、
全
国
協
は

厚
生
労
働
省
社
会
保
険
庁
に
対
し

外
国
人
語
学
講
師
の
社
会
保
険
適

用
を
求
め
て
交
渉
を
続
け
て
い

る
。
こ
の
問
題
は
外
国
人
講
師
の

問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
短
時
間
パ

ー
ト
労
働
者
の
社
会
保
険
適
用
と

連
動
し
て
お
り
、
非
正
規
労
働
者

が
激
増
す
る
現
状
で
極
め
て
重
要

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
要
求
実
現
と「
平
等
な
社
会
」づ

く
り
へ
の
決
意
を
込
め
て
、
集
会

は
「
日
本
に
お
け
る
新
た
な
公
民

権
運
動
」
の
出
発
を
宣
言
し
た
。

デ
モ
は
、
東
京
新
名
所
で
あ
る

大
久
保
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
を
元
気
よ

く
行
進
し
、
沿
道
の
韓
国
人
労
働

者
、
観
光
客
の
熱
い
注
目
と
激
励

を
受
け
た
。
参
加
者
は
、
こ
の
成

功
を
踏
ま
え
来
年
の
第
三
回
大
行

進
成
功
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

●
３
・
５
マ
ー
チ
・
イ
ン
・
マ
ー
チ

外
国
人
に
安
定
し
た
雇
用
を

全
国
で
四
〇
〇
人
が
行
動

新宿を３００人がデモ（３月５日） NTT前でN関労、電通労組が共同行動
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